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背 景



老人ホームでのインフルエンザの蔓延防止と

在宅診療業務の停滞を防ぐ事

目 的



方 法 １

4

〔第一
段階〕

海外発
生期

海外で新型インフルエンザが発生し
た状態

〔第二
段階〕

国内発
生早期

国内で新型インフルエンザが発生し
た状態

〔第三
段階〕

国内で、患者の接触歴が疫学調査で追えなく
なった事例が生じた状態。

感染拡
大期

各都道府県において、入院措置等
による感染拡大防止効果が期待さ

れる状態

まん延
期

各都道府県において、入院措置等
による感染拡大防止効果が十分に

得られなくなった状態

回復期
各都道府県において、ピークを越え

たと判断できる状態

〔第四
段階〕

小康期
患者の発生が減少し、低い水準でと

どまっている状態

厚生労働省ガイドラインのフェーズ
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想定致死率

想定感染率

1%

0.5%

10% 25%

当院で独自に設定したパラメーター

＋



海外発生期における内容 （一部抜粋）

研修・会議・セミナー等の開催の見直し検討

在宅で勤務可能なものは移行開始の準備

出勤、および、勤務中のマスク着用推奨

国内出張の見直し、取りやめ。
海外出張の中止、海外からの受入職員の帰国勧告

感染国から帰国した者、及び発症者と飛行機の同乗者は、3日間自宅
待機。3日間発症しない場合は、職場復帰可。3日間のうちに発熱した

場合は、最寄りの発熱相談センターへ相談の上、結果を報告

事業所内、施設内で発症者がでた場合は、発熱相談センターへ相談

方 法 ２
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方 法 ３



発熱（37.5℃以上）・上気道炎症状があったら！

新型インフルの可能性を検索
・スタッフ、面会者で発熱（38℃以上）や感冒症状がいないか
・主治医の指示によりインフルエンザ検査キットで検査

管轄保健所に相談

まずは居室に移動⇒主治医に連絡

受診時、本人と付き添い
は必ずマスク着用

居室および全館を指示に従い消毒

受診指示 受診指示なし⇒主治医に連絡

結果を主治医に連絡

v

インフル疑いの入居者への対応 - 5月21日版



結 語

本活動は、老人ホームでのインフルエンザの蔓延防止と在

宅診療業務の停滞を防ぐ事に寄与している

「致死率」と「感染力」の2軸のパラメーターを用いたインフル

エンザ対策マニュアルは、今後起こりうる新型インフルエン

ザ対策においても有用である


